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船尾に取付けたCPZ-

(8F型30×150×300m

-8F

mm) 當社の精錬した世界最高純度(Zn99.997%以上）

の亜鉛で作られた流電陽極式防蝕亜鉛CPZを船体

弾の水中鉄柵造物に正しい施工法で取付ければ優

れた防蝕効果が得られます。（説明書進呈）
■1

三菱金属鉱業株式会社
東京都千代田区大手町1丁目6番地（大手ピル）
電話（23） 2431．3321．4311番

総代理店三菱商事株式会社
電話(28)1021．1031．2021番

個
々

業株式会社設計施工日本防蝕エ負
電話東京（28）6807．6808
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海‘脂電機株式会社
本社 東京都千･代田区神田錦町1丁目19電話､東京(29)8181～5
工 場 東京都武蔵野市吉祥寺1587廻話武蔵野3131, 6813
営業所 根室,小柳,八戸,塩釜新潟,清氷,神戸,境宇和島,下関､福岡,長崎,鹿児島
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山武八ネウエル計器
東京 ・ 九 ノ 内 （八重洲ビル）

電 話 (28) 6 7 5 1 ～9

支店一大阪 出張所一名古屋・小倉 工場一東京蒲田

電氣防蝕一一一一一一一
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写真説明

推進器附近に取付たZAP(高純哩亜鉛陽概.;井

金厩鉱業（株）製品）

船舶の防蝕

外板、バラス ト タ ン ク
推進器、シリンダージャケット
オイルタンク、艤装!．'’の船体

港湾施設の防蝕

ド ックゲー ト、各種浮標
鋼矢板岸壁、 港湾施設各種

営業品目

ZAP(高純度亜鉛陽極）
Mg(マグネシウム|陽極）
外部電源法

東京都千代田区丸の内（丸ピル650区）

電話和田倉(20)07592843. '1438

－＝一一F･一 一一写屋面し津.堂二一零.妄＝＝＝一旦。＝

防蝕用材料販売および設計施工

中川防蝕工業株式会社 ’
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本而土束宗・丸の内・東京ビル

』~

鐵大洋電機株式會載 東京都千代田区神田錦町3～16
TEL.東京側5916～9岐阜･下関・札幌｡函館
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直流電弧熔接機

無線用電源電動発電機

各種補機用電動機

管制器及配電盤

|東京電機製造様式會賦’式 冠東 篭
東京都文京区湯島天神町一丁目一○五番地
電話下谷（83）0885．2760．8920．9360
土浦市中高津九五○番地電話（土浦）9ユ0．91 1
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東京都中央区諺fj112丁目2審地

鳥噌琴蕊日清醸造株式会祗
睡賭<55）9191～5
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川嶬重工の

前進用フルカン接手，後進
用トルクコンバーター， およ
び減速歯車を組合せている。
エンジンの回転方向を変更せ
ずして船橋より5秒乃至10秒
にて前進後進の切換が可能，
またエンジンの最低回転以下
の超微速が得られる。

構造

特徴

御一報次凉（広告宣伝係宛）カタログ送呈

111崎重工業杭芸言蔽
率 社神戸市生田区東川崎町2丁目1 4
支 店束戒郁捲区芝田村町1丁目1の1(日比谷ピル7隔）

伝統と独綜の狡術を誇を誇る＝
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議蕊蕊拳謹鰯麓鴛鷲翠篭箪鴬…………………

蕊東電機製作所

蕊
夢
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鱗
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本社工場東京都大田区糀谷町三ノ九四二番地
電話羽田(74)代表0736～9直通0631.942.1690

品川工場東京都品川区東品川五ノ三四番地
電話大崎（49） 46 8 2
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ディーゼル｜バンカー〃c’重油タービン及
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油

潤滑油 Fueloil FueIoil

2000~25001 2500~3000, 2000~2500 ’500~2000

磯城

型式
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米国シャープ．レス°コーポレーション日本総代理店

セントリフユーガス｡リミテッド日本総代理店

饗工業株式
本 社

神戸出張所
工 場

東京都中央区銀座.1の6(皆川ピル内）
電話京橋(56)8681(代表),8682～5

神戸市生田区京町79（日本ピル内） 5電話三宮(3)0288,0289
束京都品川区北品川4の535電話大崎(49)‘679, 1372

防蝕用聴金筒陽極
壼言：‘鞭峨

Ⅱo聖、
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灘 蕊 ZincAnodeforProtect'on
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蝋潮＃:篭《榊｡
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旬日 L

■

各種船舶の船底、推進器軸，船内の
バラス|､タンク，重油タンク，軸流
ポンプ浮標，繋留ブイ，浮ドック
港湾施設(銅矢板岸壁･水門扉･問門･桟橋）

■■

I&
日

1説明書進呈I

窃舅栽熊属鉱 讓倉社
施工中川防蝕工業株式会社
東）j!抑『代川14JL ' l'､IJLt'L "';A :f11川魚 120) 2842 4438
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壷 山丸 =i井船舶|ﾘﾐ式会社;W12次貨物船万

JI:迭船株式全＃|:k野過給所睦迪 起l: M7 27 進水31-11－5 蝿'二 ；12 1 ：{l

全長 156.56m 唯線間良 1.15()0m ;;'1" 196()m 型深 1250m 満縦吃水H.32m

総噸赦7,277.35T 純噸数 'I，()1245T ,職厳重IIt lO､619K【 腫物舳容賊（ベールj 17.722Sm:{
<グレーン)19,855m3 冷蔵貨物縮6155m:I 主儲械三井B&W674VTBFl60型ディーゼル儲間l !,!

III/J (池統岐ﾉ<) 1 1 ,25()BIP(115RI'M) 速ﾉJ I試迩I抵妓大)20.55KI1 (航海l725K'' 船級I.R.NK

乗組園53名 旅客(j街 ，k船は糸lh'『航&'fに就航する。

|新造船写真集八も 10’
一一一~ ~－－
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第12次貨物船 日 久 丸 日産汽船株式会制

R本鋼管株式会社鶴見造船所建造 起工31－7-23 進水31-10-18 竣二に 32-2-6
満俄吃水825'1m垂線間長 15300m 型幅2100m企長 162.20m 型深115()m

ri物航容械（グレーン) 18752m3総噸数9.999.37T 純噸数5,'136.31)T 戦貨顔咽: 15,417KI

i皇凝賊 1.l .1ZB&W674-VTF 160ﾉ;I1ディーゼル磯関lノII: 出力（定約5,5:1()BIP(115RPMノ

速刀イ妓大ノ 1631Kn r航海) 1308Kn 乗組員54堵船級LR,NK 旅'存』紺

士官食堂操 舵 室
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Wl !'次貨物船智利丸川崎汽船株式会社

川崎重工業株式会社建造 起工31－7－7 進水31-11-24

竣工32-2-15 全長 14290m 垂線間長132.40m

型幅18.20m 型深 1172m 満戦吃水 8.138m

総|噸数8,35241T 純噸数5,096.94T !仙貨重lit lO､722.16Kt

貨物納容砿（ベールノ 16,@199,75m3 (グレーン) 17695.88m3

王磯械 川崎MANK6V･'3/"mHAディーゼル朧関2韮

川ﾉJ (定格) 5，190BIP(25()RPMノ 速ﾉJ (蝦大ノ 1710Kn

(航海ノ 141()Kn 船級NK 乗組員53名 旅客10名

本船は!''南米・西|;!1航路に就航す-る。
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l .-l己衝余貨物船彦 根 丸 日本郵船株式会ﾈI

嫌式会社擶磨進離所鍵造 ル己I二 31-8-14 進水馴一11－10 竣工32-1-28

全長136.545m 垂線間腱12800m ノリ!"180()m 型深11()()m !IMi1欣吃水(キー'レドimより)8.378m

総噸数7､246,94T 純噸数433397T !俄貨軍而1･ 1().529Kt 巌物舳容hIi (ベール) 1 ,1.212.7m;I

（グレーンノ 15,3179m:' 主機械擶騨ズルッフ'一ィiSI)72WI1ディーゼル健間l雌

出ﾉJ (連統妓ﾉ<) ,!､20()BIP (125RPMノ 連ﾉJ (公試雌ﾉ1 ) 1642HKI1 (航海) 13.25KI'

船級NK :NS*,MNS* 乗組員57名 旅'存』堵 本鉛は|司所建造の脱蹄ﾒLとi同I潮船，
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， ・魂電塗[唱・ 、 -駕溌蕊穰堂一二一‐・

'皇I己資金貨物船銀 光 丸 三光汽船株式会制

＝
qー

竣~1二 32-1-30

i,lf,陵吃水7.3"14m

イベールノ9.617.36m:'

ディーゼル|篭閏1 11l#

i妃｣皇 31-5-11 進水31-11-18
型深9.1()m型福 1670m

厳物納容砧'雌臓IIilit 780087Kt

I_IW: B&W排兼ターボ給裁式650VBF90)i!!

｢:I工造船味式会社in｣島工場建造
全長 1207$m 韮線間長

総噸数 ･1923､25T 純噸数

（グレーン) 1()､3()5.3Hm:1

112．5()m

2H:17H4IT

主機械

(20()RPM) 連ﾉJ (試迩維雌間) 152KI' (航海) 125Kn
本船ばく烏型不定期貨物船である乗組員47急 船主2描

出ノJ r迎統雌人) 335()BIP

船級NK、Ns".MNS"

銀光丸一般配置図
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ロ－レンス

LAWRENCE輸出油槽船

船主CaribeanOilTransport lnc (パナマ）

三菱造船株式会社長崎造船所建造 起工31-8-10 進水31-12-4 竣工32--3-15
全長690′－0〃 垂線間長660'－0〃 型幅9()'－0〃 型深'17'－0〃 満救吃水35'－1/2"
総噸数23､19906T 純1噸数14,274T 峨厳電離35,555Lt 歯物油舳容積49,265m3
主機械三菱エツシヤウイス型雄汽タービンlノ‘峰 出ﾉ」 （述統雌ﾉ<) 17.60()SIp (100RPM)
主汽罐三菱C－E型水管罐2基 連ﾉJ<試迩転妓大ノ 17.61Kn (航海ノ l69KI, 船級AB 乗組員63名

-12-
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TIN I輸出貨物船 F

船主CompaniaNavieradeCoI()I1SA(パナマ）

日本鋼管株式会社『,'i水造船所雄造 I"_12 31-7-7 進ﾉk 31-10-17 "I: 32--2-16
JW!IM6720"'irE515' -0〃 唾線悩l" '180' 0〃 型深41' ･-6" ,;l･lli'iii31敗吃水30' ()"

総I噸数 10,45259T 純噸敏6.171T ,I世旋喧III: 15.141.04ILi
貨物紘容砧（、－ル) 20608.7m:%

(グレーンノ型,8096m3 主儀械新:蕊神戸鯉一段減速蒸汽タービン］韮 出力（定格) 7,()()()SIP
(100RPM) 主汽雛パフ，コック日〃：刈li式水管礎2基 連ﾉJ (駿大ノ l8.538K,I r航海j l475Kn船級AB 乗組員 ｡13"
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輸出油榊船 C R I N I S

船主MaraSIeamshipCo,SA(ハナマ）

三菱口本重工業株式会社横浜造船所建造 起工31-5-14 進水31-11-24 竣工32-2-28
全長21180m 飛線間長20400m 型幅28.80m 型深(上甲板まで)1470m i汁画満峨11と水10.78m
総噸数24,30456T 純噸数 15,33708T 俄貨重賦40,058Lt 貨物油航容職55263m:'
荷油ポンプ 1.250t/11×4台 主機械日ウ:製作所製三段減速蒸気タービン1雄 出力（定格) 17,000SIP
(1051<PM) 主汽朧三炎横浜C-E水管雄2罐 速力（満倣試運転) 17465Kn 航続距離約26,900浬
船級LR 乗組員40名 本船は海の女神Crinisに因む。本船は同所建造4万噸型油槽船でKYMOに
つづく第2船である。油梢は33タンクあり4群にわかれそれぞれ独立配管となり同時に4種の油を積,職できる。

-13
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輸出貨物船 RYTHME

船主G1(,I)CShi"ingCO. . S.A(パナマ）
新装敢工蕊株式会#I神戸造船所建造 ,liJ_12 31-8--23 進水31-11-19 "_I: 32 2-11
余腿 154.87m 垂線間蕊 143.26m )W"2()27m r'!深 1250m 満砿吃水945m

総噸放 1()，315HHT 純l噛数6.100T 救貨重i,l: 15408Lt 臓物航容戟（ベール) 201827m{
(グレーン) 21,831.8m3 主擬械玉災神ノゴウェスチングハウス蒸汽タービンI IIIg
出ﾉ］ （連統雌ﾉくノ7000SIp(l(18RPM) -iZ汽雌菫装神戸製水槽雛2基 速ﾉJ (試運転雌k) 1746Kn
(航海) 150Kn 船級AB 乗組員42潟
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’諭出貨物船 JAG LAXMI

給主GreatEastemShippmgCo, Ltd(インド）
｢1立造船株式会社櫻島工場建造 起工31-4-5 進水31-H--28 竣工322－1，1
全長149.255m 垂線間長13800m 型幅l8H()m 型深( l .甲仮まで) 11.85m(節. [11Wえまで)920m
満,|髄叱ｲく(closed)H.899m 総噸数(closed) 8,79777T 純噸欺(cI()sedノ⑪,23().48~l.

,俄貨重il･ (closed) 12,96978Lt 臓物鮪容械（ベール) 17.477m:; (グレーン) 18,980m3
主機械口立B&W662-VTBF-1.1()雪リデイーゼル機関1基 出力（述統岐大) 5,400BIP(135RPM)
速力（試迦膳妓大) 17.18KI' イ航海) 14Kn 船級LR 乗組員57塩 旅客1J名

本給名は「世界繁栄の女神」の瞳。平III Ik雛であるが01)enShellerDecker にもなしうる。一般5～10tデ
リックの他に:10[, 5()t"l稚のIIea,･yDer'･ickをiI.して$､る、

F・シヨブー ’ン

NATIONAL
. アレエr~ ず一＄

PRESTIGE
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輪出賃物船

船-1Z VirmaC()mpaniaNa,,1era.SAr′､ナマ）
浦概鉛蝿株式会#|:澗側造船所建造 起[ 31 -9 2(I 進水31-1ｺ 。!) 蝿｢: 31- 3 8

l5()0()m !iilliW:1 19()()m l;i!確線間腱 15()()()、 ’;i1深 126()m i,Wi,ilil'ﾋｲ< H53m食艮 l59H9()m
総噸欺 1()0'1409'｢ 純'加数6,()3:11)I、 ’倣賃痕III: 15,423.3Kt 臓物航,fiWi (ベール) 2()546m:'

主儀|.'f浦撹製二段減速クロスコンノ､ウント'た衝動.鍔<iタービン，終(グレーン) 22022m3
出ﾉJ (連続雌ﾉ<) 8｣00SIp(110RW) 主i'(榊浦箇製_二胴式水禰雌21｣§ 速ﾉﾉ「雌大j lHH6Kn

船級AB 乗組興44箔 誇秬2名 旅存。魚' lil#1雌航海1 157()KI1
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マ リ ア エル

輸出貨物船肌ARIA L

船主Compania,MaritimadeConsmnian、S.A(リベリア）
I龍I館ドック株式会社函館造船所建造 起工31-6--23 進水31-10-20 竣工32-7-25
全長153.22m 垂線間長14962m 型幅19.35m 型深 12.65m 満收吃水9"37m

10,31106T "|""6,117T !i総噸欺10,31106T ！i通貨重最15687.0Kt 臓物鱸容積（ベール)21,041m3
(グレーン)22,656m3 主|幾械日立製作所製二段滅速歯車附被筒衝動腫水タービン1基
出力（連統雌大)R,20()SIP(105RPM) 主汽碓バブコック|1立製2胴水管朧2雌
速力（試遮転雌ﾉ<) 18.548Kn (航海) 1575Kn 船級AB 乗組員43名 旅客3名
本船は同所雄造のEIRINI Lと同型第2船であるが船橘附近が異る。

－15ノ ン I｡． ［7 ス ゲ－ル

輸出貨物船 ANDROS GALE

船主Ori()nShippmg&TradingCO(アメリカ）
石川島雨工鴬株式会社建造 超エ31-5-19 進水31-8-15 竣工32-1-16
余煙 158.90m 垂線|H1R 150.00m 型'" 1900m 型深12.60m iiMi,l&1Iと水(OPen) 855()m
(Closed) 9339m 総噸敏(Open) 7,86079T(CIosed) 10,04888T 純噸数(Open) .1,596T
(Cl()sedノ5,984T ,|通貨重蹴(()pen) 13,626LI (CI()sed) 15,603Lt 貨物絶容械（ベール) 20448m:j
(グレーン）22,()74Im:1 主機械石川脇祗腫製三段減速1笥低川クロスコンハウンド型倒動式撫汽タービンl雄

出ﾉJ (連綾雌ﾉく)8,20()SIP(110RPM) 主汽餓門I I IgiFWD型三llli式水管朧2韮

速ﾉJ (試遮,膳雌大) 18856Kn (航海) 15.86Kn 船級AB 乗組員 .17名

本離は同所雄造i司略'1船の雌終輔6船である。
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貨物船朝
沖
一
癖 丸嶋谷汽船株式会社

尾道造船株式会社建造

全長93.66m 垂線間長8680m

総噸数2,503.18T 純噸数1,30932T
｢グレーン)4,794.51m3 主機械

出力（定格) 1,800BIP(225RPM) 速力

起工31－7－1 進水31-10-21 竣工32--1-15
型幅13.20m 型深720m 満職吃水6．15m

載貨重逓3,808.50Kt 置物雑容祇（ベール) 4,403.92m3

浦賀玉島ズルザー6TPD48型噸動2サイクルディーゼル磯関l韮
(鍛大) 14412Kn 船級NK:NS*､MNS器 乗組員“鑑

－16－

しゆう

りlll1
秒
一
一
一 丸九州郵船株式会ﾈI貨客船

日立造船株式会社向島工場建造 起工31－5－23 進水31-12-8 竣工32-2-22
50.00m "ig 8.80m ""3.90m !;llllli全長55.16m 垂線間長50.00m ‘;l11I1i満峨吃水290m

総噸数586.53T 純噸数28261T ,俄庇重irt 3204Kt 貨物舳容赦〈ベール)36829m3

(グレーン)404.31m3 主儀械阪神内燃機製ディーゼル機関1基 出力（定格) 1,040BIP(310RPM)
速力（試運転妓高) 149Kn(航海) 13.5Kn 乗組員27名 旅客特別室2堵 特別2等H塩
普通2等約50名 特別3等約20名 普通3等約226名 計約306名
本船は主に博多一,営岐・対馬問の定期船である。
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111型駆潜艇 つ ば め 防衛庁

株式会社呉造船所建造 起工31－3－15

幅6.60m 深さ400m 吃水（常附）

主擬械三井B&Wディーゼル機関2基

兵装40繩連装機銃l雛 曝禰投射賎21,Ig

進水31-10-10 竣工32-1-31 長さ 5400m

2､00m 埜準排水鼠約330Kt

出力2,000BIP×2 速力約20Kn

"ili投下軌条2躯 ヘッジ水ツグ1 1IL

17－

か 防衛庁甲型割(溌艇 た

株式会社藤永佃造船所建迩 超_IZ 31-1-18 進水31-11 17 "_1g

長さ 5400m 幅6.60m 深さ 4.00m 吃水（常備)200m 韮準排kIII

主磯城川崎MANディーゼル機関2基 出力2,000BIP×2 速力約21Kn

兵装40繩連装織銃1基 MI;投射儲2.1,2 '囎祇投下軌条2雌 へ.ソジホ･ソグl j1囎

12 3－11

約330K1
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戸
噂

iII梨壊満誕 み さ ご 防衛jj

浦筏諾渠株式会社浦賀造船所建迭 起工31-1-27 進水31-11 1 鰯工池－2- 11

長さ 5.10()m l"660m 深さ 400m 吃水（‘耐I'lii)200m ム陣I判水破約洲()KI

主擬械丼B&Wデイーゼル機牒12･j!峰 出ﾉJ 2,()00BIP×2 速ﾉﾉ約21Kn

典竣40椎連装擬銃l雌 蝶ili投射機21IR ,"iliflk~f.仙条2』iL ヘッジホ‘ソグl lif

｡ビニレツケス（進化ピニー'し樹猫識|）

｡LZ.ブライマー（鉄IIIi脚下塗堆糾）

｡CR.マリーンペイント(4ﾝ肱穂1"'W)
°シァナミド グ、ルゴン(A.ji lfl.のきつ1Lit.i:+)

･槌印船舶用調合ペイント （船舶用特殊潅糾）
･槌印無水銀鉄船々底塗料（鉄船〃M埴弦糾）

．夕イカ リ ッ ト （防 ‘ﾉ< 朧 科）

・ノ ン°スリ ッブ（淵 ！'： 唯 料）

つの

船舶塗料

日本ペイント
大厭市大従職制i江北4

藁！;噸j品川価|輔品川4

18



集 No. 101新造船写 真
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貨物船 第五扇山丸 扇興運輸株式会社

I色遊造船株式会社雄造 起~I: 31-8-25 進水31-12-17 竣工32-2-25
全長65.00m 垂線間良59.00m 型幅9.80m 型深5.10m 満載吃水4.533m

総噸散892.09T 純噸数41911T 救貨重逓1,341.0Kt

貨物鮒祥職（ベール)1,63366m3 (グレーン.)1,72920m3 主擬械阪神内燃機製Z6Z型デイーービル機関1雑
出ﾉJ (定幡.)900BIP(275RPM) 速力（妓大)13177Kn (航海)11.50Kn

船級NK"1級船近海区域 乗細瓜26f'1
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第五光洋丸瞳物納 化IAji.(船隊火球i

岸|造諦株式全｜ 雄造 腿1 31-7-19 進ｲ< 31-12-5 竣l 31-12-25
ji'!liil,1 830m飛線間農45.00m 咽維430m 満,Ik吃水380m 総噸敬497.62T

純|噸激294.56T !|kif'ytl, l: 750Kt i機械水|､"llilr製デ･｢一ピ.橇IM 1jIL IⅡﾉノ （延絡}600BIP
速ﾉj (雌ﾉ<'"12Kn 淌海|<賊輔3級船 ’
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新造船写眞集 No. 101

遠洋鮪延繩漁船 第三富

株式会社金指造船所建造 起工31－8－7

長（漁船法による) 54 25m 型幅9.00m 型深

漁砿容祇723,618m3

主機減赤坂鉄工製過給機付ディーゼル機関1鑑
速力（般大)12 95Kn (航海)12.254Kn 乗細貝

士丸

進水

4.60m

冷凍装侭

佐久間竹松

31－12－20 竣工32－1－18

総噸数703.25T 純噸数427.64T

三菱製アンモニア直接膨張式60馬力3基
出力（定格) 1,200BIP

47名

’蕊箏
描零働。
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鐘禽溶垂-ﾆ ｰ室

能 美 丸’容船 広J;舟県能美町交通部

有限会社松浦鉄l造船所建造 ；超［ 31－7－20 進水31－12－20 竣［ 31－12－27
全長32.85m 垂線間災2900m 型IM600m 型深270m 満救吃水1.80m

総噸数16411T 純噸数9397T 戦貨重蔽55.2Kt

主機械H本発動機製4サイクルディーゼル機関1IIE III力（定格) 420BIP(340RPM)
速力 （岐大)13Kn (航海) 12Kn 旅審（定員）373名

－20－



－船の科学一

2月のニュース解説 博米 田

17日（日）●米大統領， イスラエル軍撤退要望の最後的声

明を発表

18日(月)○関税率審議会，重要機城，鉄鋼，原油などの

輸入関税減免の一ヵ年延長を大蔵大臣に答申
19R(火)○「宗谷」氷原にとじこめられ自力脱出不可能

となり，外国砕氷船の援助を要請

21R(木)●イスラエル首相議会で保証のない撤兵は拒否
と言明

22R(金)●石橋首相，医師団の診断結果‘こより書簡で辞
意を表現っ政府， 自民党首脳会議で内閣総辞
職二意見一致

C運輸省13次船船主選考基準案を内定

C租税特別措腫法案閣議で決定

23日(土)○運輸省海運造船合理化審議会第5期委員38名
を委嘱

25日(月)●岸信介氏首相に任命され組閣完了
28日(木)○船主協会，造船工業会両首脳，第13次船価問

題を中心に懇談

昭和32年度造船計画

昭和32年度造船計画については予算決定後， 3月4日
の海運造熟合理化審議会開催を控えて運輸省では選考方
針案および具体的審査方針の決定に大童であり，海運造
船両業界では本格的船価決定について真剣な議論が繰返
されましたつ

これらもろもろの動きはいずれも3月4日の海運遣蝋
合理化審議会で可成り明確にされ，更に新たな決定が加
えられるものと考えられていますのでｼこの解説が皆織
の目にふれる頃には第13次船問題は非常に大きな進展を
見せているわけですが，締切の都合で審議会開催を待つ
ことが出来ませんので，新聞紙の報ずる主な動きを御紹
介することとしましょう6

予算案決定と共に運輸省はその具体的方策を検討して
いましたが， 8日荒木事務次官を中心に32年度13次計画
造船の建造壁などを検討して同省原案を決めたようで
す。

この原案は，海運の好況はなお当分続くとみて， この
際，できるだけ多くの隻数を確保することをねらいに，
不定期船など一部の船こ対してさきに決めた財政没融資
比率の荊合を引下げても40万総卜かの建造量を確保しよ
うとしているようです。
この原案は次のとおりであると伝えられています。
(f)建造量＝財政資金を200億円として総建造量を40"

海運造船日誌

C印は海運造船関係

④印はその他一般

1月

26日(士)、昭和32年度予算政府案決る（一般会訓予算1

兆1374億6,400万円）

●電光葵氏死去

C造W岐術審議会総会（超大型研建造刀技術的

問題およびその対策」につき審議

29日(火)④‘蒋極予備観剛隊リュツオホルム湾東岸のオ

ングル島主要基地こ上陸し「昭称基地」と命

名

30日(水)●第26通粥国会開会式

31H(木)●石橋首相病気のため岸外相を臨時首相代理に
任命

2月

1I{(金)●政府, 32年度予算案を衆院に提出

c欧州航路問題解決し，航路あっせん委員会解
散

2I=1(Et)●国連総会．米の二決議案（イスラエル軍撤退

と国連軍進駐）を可決

4円(月)●岸臨時首相代理，岸外相，池田蔵相，宇田経

済企画庁長!t.7,衆参両院で施政方針演説，再
開国会の審識始まる

C開銀，海運会社に対する造鉛金利徴収猫予措

置を来年度から取止めに決定

7H(木)④衆院予算委で32年度予算案審議始まる

c造紗工業界常任理事会で13次造珊目安船価を

第12次造船の35％高と決定

8日(金)①H本とポーランドの復交協定， ニューヨーク

で調印さる

C運愉省32年度13次計画造船の建造量を40万総

I､ン（原案）と決定

10日(H)④駐日ソ連大使， テヴォシャン氏着任

1111(ﾉ)C運輸省, 13次造船の適格船主決定開銀委任を

表明

13H(水)●R本， チニコ国交回復議定番， ロンドンで調
印

14HCk)③南極の第一次越冬本決り。西卵栄堂郎氏を隊
長に11名任命さる

15円(金)○「宗谷」南極を離岸，帰途につく
●マックアーサー二世駐H米大使着任
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総トンとする。これは昨年，海運造船合理化審議会が

答申した35万総トン(財政資金は195億円を予定)を上

回る。船種別では定期船20万総卜．ン，不定期船12万総
トン（このうち2万総トン程度‘よ2千総トンないし45

00総トン級中型船を予定）油送船8万総トンとする。

油送船は2万総トン以上の大型船を中心にする。
㈲財政融資比率＝定期船;こ対しては50％，不定期船刀
うち4,500総トン以上の大型船と油送船こ対しては26
％程度（審議会の答申と運輸省当初案では30%)4,500
総トン以下の中型不定期船二対しては30％とする。

ゼウ船価その他＝12次船刀船価にくらべて実際の船価は
20-30％方値上りしているが，財政資金の配分に当っ
ては12次船刀10%高を見込み，実際船価との差は船主
の負担とする。13次船ば来年3月末までに全部進水す
るものとして必要資金の貸出しをする。
ここに問題は財政資金200億円のうち20億円は開発銀

行D予備費から出すとの大蔵，運輸両大臣間の了解にな
っていますので，国会の審議過程でこれらの点が問題に
なることが考えられることです。現在刀ところ開銀は大
蔵省から180億円については正式通達をうけているよう
ですが， 20億円については通達を受けていないようで，
運輸省としては最悪の場合，財政資金が'80億円となっ
ても35万総I､ン程度は建造出来るように，不定期船，油
送船こ対しては財政融資比率を25％隆鴎こ止めたい意向
です。

その後運輸省としては連日海運船舶而局首臓部が協議
して13次船問題を論議していましたが， 2月23H運輸首
脳部会談を開いて第'3次船の船主選考基準を決めまし
た。運輸省はこの原案を3月4日に開く予定の海運造船
合理化審議会に諮ることになりましたが，大体3月中旬
ごろ審議会の答申を得てただちに船主公募を始め， 4月
上旬に公募を締切って運輸省で審査を開始する予定です
，3次船の選考基準では")従来言'画造船でかなりの比亜

を占めていたオウナー（貸船業者）を原則的に除外する
(ﾛ)定期船の選考では航路審査委員会を設けない例船主の
資産信用力の審査はすべて開銀にまかせ，運輸省は海運
政策上適当とみられる船主を推薦するなどの点で従来、
基準とかなり違っている点が注目されます。選考基準原
案の大要次の通りと伝えられています‘
(,）定期船についてﾙま従来航蹄審査委員会を設けて航路
碩情を調べたが，本年は欧州定期航脇問題などもハ．ｲj･
いたので特に航路審査委員会は設けない。

②タンカーについてはヌーパー・クンカー@P建造毎優
先する。

③不定期船のうち4,500総I､ン以上の大型船について

はオペレーター（運航業者）を優先し，オウナーの建

造}ま原則的には認めないが，オベレークーだけでは予

定I､ン数に満たない時に限り， オウナーも考葱する。

@) 4,500総トン以下2,000総トン以上の中型不定期船に

ついては(ｲ)従来財政資金の融資で4,500総トン以上の

船を建造したことがないもの(ﾛ)主として日本の近海地

域（フィリピン，東南アジア，中国などまでの地域）

にだけ船舶を運航させていたものという二つの条件に
あてはまるものから選ぶ。

(5)従来運輸省は船主の資産信用力についても審査して

いたが，今回はこの方法をやめ，運輸省は船主の実
歴，経営力，船舶の経済性，船価低減の努力の荷度．
定期船における航路事情，希望航路での船舶の適格
性，一定航路歪その社の船体整備状況など海運政策上
必要な事項を調査して適当と思われるものを開銀;二推
薦する。

開銀はこの中から資産信用力を調べて妥当と思われ
る社に融資する。したがって推薦までは一括して行っ
ても開銀融資刀許可の時期は個々の会社ごとに別々に
なる可能性もある。

(6) その他海運雪業者を優先するなどの点は従来通りで
あるが，工期については船台事捕が窮屈なので特にふ
れない。

（7）運輸省としては一応定期船20万総トン，大型不定期
船'0万総トン，中型不定期船2万総トン， タンカー7
万8千総I､ン合訓･39万8千総トン以上を推薦する予定
であるが， これは開銀資金を200億円とした場合力訓．
算で，先二述べたようにこのうち20億円は予備金から
出すことになっており’ ’80億円しか確定していな
い。したがって180億円の場合は定期船18万総トン，
大型不定期船8万総トン，中型不定期船2万総I､ン，
タンカー6万総I､ン合計34万総I､ンをまず建造し、 20
億円が出てから追加建造する。

このような選考基準こついては中堅オ『ﾝナーの反対を
はじめいろいろの点で批判がありますので，海運造瀧合
理化審議会もかなりもめるものとみられ，早期大量建造
という運輸省の方針にかかわらず，最終的な船主決定は
かなり遅れることも予想されています『

ところで今後簾台の中心となる海運造船合理化審議会
委員としては2月23日38名（後二1名追加）が委嘱，発
令されました〆今Iulは名新"社の論説委員等学識経談者
が非常に多勢委嘱されており，その審議には大いに期待
力持たれます”

このように運輸省で青々と準蔚が進められている間
に，海運造糾両業界特に造：業界では船価問題がたけな

l

I

l

’
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はすべて同盟側の主張どおりとなりました。しかし三井

船舶としては一応これによって欧州航路同盟に入るきっ

かけを掴んだわけです。これを機会に従来経営内容の悪

かった郵，商，三井の三大定期船会社の立直りが期待さ

れていますc

欧州航路同盟問題の最終決定

(1)三井船舶が日本郵船のさん下に配船として提供して

いる船については，同盟の指定する貨物だけでなく，

同盟の指定しない貨物（たとえばカリ，塩，米， りん

鉱石など）についても三井の自主的集荷を認めないc

②三井の鵬が不定期配船をする場合ば， スエズを通っ

ても欧州と地中海沿岸の一，二港に寄港して不定期貨

物を積取ってよい。ただしこの場合でもあくまで不定

期であるということが条件であって，定期的な配給を

してはならない。

⑧三井とその代理店はアデン以東（アデンを含まずﾉ‘

の中間港で集荷，船積みしてもよい。

㈱スペインのアルメニアで三井は日本郵船のさん下配

船として冷凍貨物を種取ることができる（従来日本郵

船の船はアルメニアに寄っていなかった)。

(5)三井の西回り世界一周航路の船は日本磯みジニノァ

揚げの冷凍貨物を積むことができる。

(6)三井が同盟との間に決めた条件をよく守れば， 5年

後に三井の同盟への正式加入について同盟側は善処す

る。

わでした。

すなわち造船工業会ではかねてから13次造鉛の目安船

価を試算中でしたが， 7日の常任理事会で12次造船の契

約船価に比べ35％高となることを決めた模様です。 （別

項参照）これは定期船，不定期船を平均した貨物船の場

合で， タンカーについてはさらにこれを上回るものとみ

られています。このように造沿工業会の目安船価が大幅

に上がったのは

㈱スエズ問題以来，船舶用磯城類，非鉄金属などの価

格が急騰した， （ﾛ)船舶市況は世界的に非常な強気配が

続いている

などの理由によるものとみられますが，一方運輸省が財

政融資刀基準として算定している13次造船基準船価は12

次造渦に比べ10％葛となっており，今回の造紹工業会の

fl安船価とは大きな開きを見せていますが，運輸当局で

は13次造船の船価取決めには介入しないとの態度をとっ

ていますので，今後、船主，造離業者間の船価交渉はか

なりの難航が予想されます。

この船価に関しては船主協会と造船工業会との‘活し合

いが2月28日に行なわれたようです。

なお造禍工業会では今回の目安船価は差当り公表しな

いことにしており，意見を述べることを避けています

が，場合ﾙﾆよっては海運造錨合理化審議会の席上て造船

業代表委員が発言する形式でこの数字を明らかにするこ

ともあるといわれています。

急増した1955年の世界海上荷動量

国連統計月報1957年1月号の発表二よりますと, 1953

年における世界海上荷動量は合計8億2,000万トンに達

しました。これは次表二示すように1954年にくらべて1

億トンの増加となりました。 、

近年の海上荷動量は逐年漸増の侭向i二ありますが，海

運｢li況の好転した1955年には特に大幅な伸びを示したわ

貨物成約量 （単位千トン）

欧州定期航路問題解決

欧州定期航路あっせん委員会は2月1日から会議を開

き， あっせん委員全員，運愉省首脳部および郵，商，三

井の関係3社代表が集’て三井船舶の欧州定航問題を協
議した結果，三井側が譲歩して関係3社間の意見が一致

しましたので，あっせん委員会は正式に同盟側との交換

文罫こ調印し， この旨ただちに同航路同盟議長スウェー

､ｿ氏に打電しました。これによって昨年6月に大綱がま

とまってからも約半年の間もみ続けてきた細目に関する

問題も解決し，長い間H本海運の大問題として続いた欧

州定期航路をめぐる紛争は漸く終結を見ました。あっせ

ん委員会につきましてはこのニュース解説でも屡々説明

したことがありますが，昨年2月1日発足以来満1カ年

で使命を果して解散することとなりました。

1日にまとまった最終決定の内容は次のとおりと伝え

られていますが， これは従来三井船舶の主張していた(ｲ）

同盟の指定しない貨物;こついて自主性を認める。 (ﾛ)中間
港はどこそこという限定をしないで寄港を認める。御ア
ルメニヤの冷凍貨物を微取れる。などのうち例を除いて

’ 1955年 ’ 1956年
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l
けです。従来の伸びは主として石油類で示されました

世界海上荷動量

が， 1954年から55年にかけては一般貨物の伸びが大きか

ったことが大きな特徴です。

この国連統計は可成り古いのでごく最近の侮向を示し

ていませんで，最近のウエスI､インフォーム・シッピン

グ・レポートによると1956年における貨物成約壁は1955

年の30%増となっています。石油輸送成約量も可成りの

錨こ上っているようですので1956年の世界海上荷動量は

可成りの増加を示していることが判明します。

（32－3－1）

’－

3
|'9281'937i'9501'95'|'9521'9531'9541''’ 貨物の種類

I

：
合 計

石油類

カリブ海

一般貨物

太湖組貨物

680 720

295 320

461

3801

221

45

355

27

一
ー

輸出船受注船価の値上りの傾向について

日本造船工業会（32-2-28）

貨物鶴(側鋼(柵璽濟｡ｸｰビﾝ7''50鵬力

第13次船（貨物船）船価上昇率概算表

日本造船工業会（32-2-28）

～要項 船 価 価 格 船 価

費盲、蝿艀％上晶¥%|f驫静
!Z～禦 | 2!～里

７

別

契約年月'30年10月'30年12月31年11月'32隼2月鋼 材
主機械
甲板機械
機関補機鰯
蟻装品
その他材料

置麓勢
総原価
利 益
船 価

3.7

ll.4

3．1

2．6

2．9

4．1

5.3

33.1

2.0

35.1
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８
２
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９
６

５
５
３
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６
８
ｍ
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皿

一
へ
一
一
へ
一
血
一
一

遍
４
７
８
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” 雲↓蕊 ‘

船価/D.W.(ドル）

値上 り 率
（％）

着工年月

－

(＋）2
1■■■■■

〔注〕上記の表は，同一造餓所で同系統の船主から受注
した同型船を択んで，船価値上り傾向の一例老示しﾅこ

漉槽船柵Iご捌鵲鍾男(タービン）〔注〕（1）本表は貨物船全般の魁価上昇率を概算しブニ
ものであるから，表中の船価構成比率(A)並に価格
上昇率(B)は，当会目安船価算定のﾅこめの基準船4
種類(定期船1，大型不定期船2，中型不定期鯛1）
の何れにも通ずる係数を巾をもって示した今

（2）本表中の価格上昇率(B)は第13次船(32年1月
目安船価算定，諸品は同年1月～3月手配のものと
して見積）が第12次船（30年12月目安船価算定）に
対して値上りする率を示したものであるの
（3）本表の船価上昇率(A×B)は，綴価構成比率
(A)と価格上昇率(B)とのそれぞれの中間値を乗じ

対して値上りする率を示し7こら吻喧の｡の

g ･3C
’

〔注〕上表のうち30年10月～31年4月契約の9隻はスラ

（3）本表の船価上昇率(A×B)は，綴価構成比率 イド条項が附いていないのに対し， 31年'1月以降のも
(A)と価格上昇率(B)とのそれぞれの中間値を乗じ のは殆んど全部鋼材，購入品，労賃間接費等について
ナニものであるつ

（4）本表中の利益は従前の率5％に対し今回は7％と スライド条項が附されているので，船価値上りの実勢
して， 2％を追加した。 は上柵貨物船の場合よりも大きいものである。

第13次船目安船価表

| 大型油櫛船’型 ｜定期貨物綴 期 貨 物 船不 定
船

Ⅲ棚| ":: | :9,!RI77,500 32，700
128.0×18.2×11.3116.×16．6×9．0 I190．0×26.4×13.7

D-5,000BH'×LP-3,0qOB11 ><1 1T二五mgiPXi＃詔魁
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12,500
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D-5,400BLt×1
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’ 東京・板儒・小豆沢2－11
Tel赤羽(90)1136(代表)～9

TYPE 18

0

’
船舶写眞集發 売〃1156年版

9次後期より11次までの計画造船，自己資金新造船，貨客船，連絡船，客船，

漁船，主要改造船，輸出新造船，防衞庁艦艇，海上保安庁船艇等， 1954年版

以降の主要新造船200余隻掲載上質特アート美麗印刷112頁

日本主要船主会社所有船腹量および所在地一覧

日本主要船主会社社船要目一覧表〔31年11月現在）

日本の主要造船所所在地一覧

写眞

附表：

B5版上製，ケース入り 定債500円（〒'60円）

1952年版， 1954年版船舶写真集をおもちの方は是非ともお求め下さい。

船 舶 技 術 協 會

東!i(祁港区麻布笄町79 振替東京70438
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’
’
１
１
１
１
日 －■
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１
１
１ 第12次貨物船

駿河丸
日本郵船株式会社

三菱日本重工業株式会社横浜造船所建造

起工31－9－26 進水32－2－14

全長155.27m 垂線間長145.00m

型幅19.50m 型深12.30m

計画満載吃水（型)8.80m 総噸数

約9,400T 戦貨重塗約11,100Kt

食物舳容職（ベール)17,100m3 (グレー

ン)18,600m3 主機械横浜MANK9Z

78/140C型ディーゼル機関1基 出力

〔連統般大)12,000BIP(118RPM)速力
（般大)2025Kn (満叔定格)19Kn

航統距離約17,500浬鉛級NK, LR

乗組貝59名予術3名 族容12名
欧州紐育航路,相模丸，佐渡丸と全型第3船

←

自己資金貨物船 →

第七大源丸
名村汽船株式会社

株式会社名村造船所建造

起工31－9－28 進水32－2－17

全長104.90m 垂線間長97.00m

型幅14.20m 型深7.60m

計画満赦吃水約627m総噸数約3,100T
載貨重量約5,000Kt 貨物鮪容積
,〔ベール〕約6,000m3 主機械阪神

内燃機製ディーゼル機関1基 出力
‘〔定格)1,500BIP速力(最大）約12.75Kn
船級NK遠洋区域第1級船

1

ド船級協會承認濟ロイ

的箇熱材〃への理想船舶

お申込次第

カタログ進呈

各種船舶の冷藏艫。漁艫に最適〃
輕量。弾性

半永久耐用

難 燃 性

防熱効果絶大

無吸混、無吸水

施工容易

白水浄藏
販責代理店 交洋商蕊稀式酋施

本牡東京都千代田巴丸の内]の〕 亀玲（20)31節

束 洋 製 作 所
一一 本牡東京都墨川毘栗品川5の6） 電廷(49〕2”3

一
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← 第12次油槽船

第五雄洋丸
森田汽船株式会社

日立造船株式会社因島工場建造
起工31－9－11 進水32－2－16

竣工（予定）32－8 全長207.00m

垂線間長197.00m 型幅26.40m

型深14.00m計画満載吃水(型)10.55m

総噸数約21,000T載貨重量約33,500Kt

貨物油鯰容祇約45,200m3 主機械

日立B&W排気ターボ給気式1274-VTBF-

160型ディーゼル機関1基 出力（連続

妓大) 15,000BIP(115RPM) 速力
（満載股大)16.6Kn(航海)155Kn

船級NK三島型遠洋区域第1級船

乗組員63名船主2名

本船の主機関は舶用ディーゼル機関として

最初で，肢高出力であり，同社桜島工場に
て6月5日完成予定

第12次食物船名古屋丸 →
東京船舶株式会社

株式会社播磨造船所建造 起工31－11－12
進水32－2－10 竣工（予定）32－5－31
全長139.00m 垂線間長130.00m

型幅18.20m 型深11.30m

計画満載吃水830m 総噸数約7,800T

赦貨重逓約10,300Kt 貨物縮容穣（ベール）
約14,200m3 主機械橘磨ズルツアー6RSD76

ディーゼル機関1基 出力（連続般大）

6,000BIP(119RPM) 速力（満載航海）
14.25Kn航続距離約16,000浬 船級NK

乗組員53名 旅零11名 インドネシア航路

’
一

一
一 F-NISSANNYCO

高性能〃重油完全燃焼 剤
－－．

ー■ 口一一 一

一~． 一 ‐ ．．－.‐ -一‐一1匹
＝

一 。ナ＃11バーナー爵。＃剛子"一ゼル用

徴特 ’'''1■■~－=~~=ー､----－－…－－．－．一= －－－－－－ --皇…ゞ…~一－1■111

’農闇a承油脂篭盲震1．象.ラツジ'の分散2;燃焼ガーポンの軟質化
3‘燃焼効率の向上4， 腐

F

＝

蝕の防止 本牡東京丸ノ内（東京ピル）
－．－一二＝
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日本製鋼所製水働
東京都中央区京橋1の5，大正海上ピル
糞 社 大阪市北区堂島中1の18
営業所 福岡市天神町・札幌市南一条
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－船の科学一

日本郵船新造貨物船姫路丸について
株式会社播磨造船所

造船設計郡・造機設計郡

っているので，貨物鎗容脳としては，ベール/DW=1.3

48であって，定航船としてやや小さい感があるが,. .これ

はむしろDWの方が大きいのだというべきであろう。

舩体構造こ関しては，船盟重簸・工数の節減のため，

出来るだけ広範囲に熔接を採用したのは勿論であるが，

船主の御意向もあって烏体並びにブリッジの振動坊止に

関しては，特に入念の設計を行ない， これにかなりの重

量をさいている。従って公試運転時においても，問題と

する盾度D振動ま全く生ぜず，所期の目的を達したとい
える⑥機對室の前方には, ･779m:' (グレーン）の貨物鎗
兼深水鎗を設けたが， これには貨物油は搭載せず，空鎗
時の脚荷水用である。船首尾鎗ま船主要求の容量をとる
ため清水兼用とした。

また機関室の前後第二甲板に3箇のストロングルーム
（計210.5m鮒ベール）を設け，木のバラ打に金網を張っ
て中甲板貨物贈より区側している。 ‐
貨物鎗口の長さは出来るだけ長くし,一方居住性も良

好としたいという両者の要求を満足させるために， ブリ
ッジは余儀なく5段とした。
艤装関係については，計画造搬ではないが，船価低減
のため運愉省の標準仕様に極力準拠したが，定航船のた
め，荷役．消火・航海計器等においてかなり強化されて

1． 緒 言

姫路丸はいわゆるHクラスの第1船として， 日本郵船

株式会社より株式会社播審造班所に発註されたものであ

って，姉妹船彦根丸と共lこ，当社相生工場:二おいて，次

の工程により建造されたものである。

姫路丸 彦根丸

起工昭和31－4－21 昭和31－8－14

進水 31－8－13 31－11－10

完成 31－11－15 32－1－28

いずれも船主の自己資金船であって，彦根丸において

は，姫路丸の建造実繍から細部において僅かの変更を行

なった以外両者全く同一である。

資格は遠洋区域第一級轆，離級は日本海事協会の最弥

瀞級NS*,MNS*を取得し，船舶安全法並びに関係法

規スエズ運河規則，パナマ運河規則，印度港湾規則お

よび濠州港湾規則に準拠して計画，建造された。

’

’
1

2． 船 体 部

1． 一般計画

本船は印度・パキスタン定期航路用として， また場合

によってはエジプト・アフリカ方面へ配船されることを

考撞して計画された中型中速の船首楼付平甲板型貨物鉛

であって，主機としてハリマズルツプーデイーゼル機関

を搭載している。主なる貨物として，往航は一般雑貨お

よび鋼材，復航には一般雑貨，棉花，塩，鉱石等が予定
された。

本船の主要寸法並びに線図としては，先こ完成した三

光汽船の不定期船天光丸のものをそのまま使用したが，

荷役装瞳を1ギャング増設し，定航向とするため一部に
第三甲板を設ける等の変更を行なったので，上甲板下区
捌にしても天光丸とは相異し，結局船体．機對部とも全
く新たな設計となった。

最初復原力に関して，船主より満澱100％消費状態に
てかなりのプラスGMを残すよう要求されたのである
が，天光丸はある程度の甲板種が期待されていた船で．
柵に比し，深さを僅か小さく定めてあったので， この点
なんら問題なく，完成時の重心試験の結果からも，上記
の状態でGM200mmという値が得られている。

船型は平甲板型で，吃水は形状による乾舷一杯までと

いる。
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－船の科学一

6SD72型 1基

連続最大出力 4,200B?P×125RPM

航海速力 13.25Kn

航続距離 23,850浬

3． 船体構造

本船の船殻構造iこは，船底および上甲板を縦肋骨式と

したコンバインド・システムを採用した。重量軽減並び

に工事刀能率化を計るために，舷縁山形鋼および湾曲部

外板の上下両縁に鋲接を使用した以外は，すべて熔接栂
造とした。以下簡単に本船の構造上の特色を紹介する。
(1) ブロック建造D便を考えて，上甲板および二重底ブ
ロック(船底外板を含む〕の接手(こは，その接手位置に
おいて，各縦通肋骨に衝合鼓手を設けた。この方式に

よれば，材料および工事錘を最小限度こ済まし得るし
またブロック接手位置を任意こ選択出来るので，鋼仮
や型鋼の長さの単一化を計ることが出来る。なお縦肋
骨は水密肋板や隔壁等をすべて貫通せしめて，その連
続性を確保した．

②中央部甲板室の船首側のブレーク・エンドには損傷
が起り易いので，その対策刀一方法としてタンカーの
モディファイド・ブリッジのアイディアを適用して側
壁を舷側より250mm内側に設け，舷培と縁を絶っ
た。

③中央部甲板室には船主並びに造船所の経譲を基礎と
して，入念な防振対策を講じた。即ち電気計器，消音
器等の重量物の下部には，充分な補強を施し， また各
甲板間には多放のT型梁柱を配置して局部振動に揃え
ると共に，上部、重量を無理なく下部;こ伝え得るよう
留意した。軽荷試運転時刀振動計則によれば,M.E.
Rまでの各主機回転に対しては，殆んど振動ま発生せ
ず，僅かにM.C.R.において，船体の澆み振動iこ基
因する軽微な振動雪検出したに止まった。
4． 船体艤装

主なる装置｛二ついて，簡単に説羽を加えると，次の通
りである。

（1）掲錨・繋船・操舵装霞
揚錨機汽 動 17t×9m/min l台
繋船機汽 動 8t×17m/min l台
操舵機電動油圧 29.8t-m, 151P 1組

操舵機、制御は．操舵室からテレモーターおよびツー
ュニット式自動操舵装侭により， ドッキングブリッジか
らスピンドルによる外，操舵機室内Iこ非常用として手動
ポンプを装備し，その上予備モーター’箇を備えてい
る。なお錨・錨鎖等はルー.ル通りでず)って，中錨も装備

（2）荷役装置

睦
坐
卦
一
治
一
〃
一

９
■
８
１
０
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
９
１
ｐ
Ｉ
９
Ｊ
０
‐
１
１
０
‐
Ｉ
雄
一
一
《
到
一
〃
や

腔
榊
癖

デリック
戯に1長×幅(m)

ブーム

685×qOO | 6'×2本

｜

鮒口
I

。
Ⅱ
Ｐ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
１
１
人
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
０
９
“
Ⅱ
ｂ
■
■
■
■
６
口
日
Ⅱ
１
日
印
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
Ⅱ
Ｊ

｜
》

一

一
恥

１
●

ＯＮ

''|,:f
×2〃

×2〃
12.92×7

台
”

ワ
ー〃

〃

ワ
ー
ワ
》

×
×

〃
”ｆ

″
〃

⑥
皇
⑨
全

×
×’00

し
し
＋
し

６
６12.92×7 ’

一

|“ ’
〃
〃

ワ
】
ワ
ー

×
×

鋤
〃

子″
″

２
２

×
×

6t

lOt

〃

－

68×7.00No. 4

’ 8.36×6.CO l 6"×2〃 ｜ 〃 〆2No 5 ' 2台

瞳口蓋は上甲板No.1のもののみ波の衝撃より守るた

めメージュ式鋼製蓋とし，他は全部木製であるが，その

うち上甲板の分は濠州港湾規則に従ってスラブ型として

いる。第三甲板のハッチピームはシフテインクローラー

で種動できるようになっている。

デリックポストはすべてキングポスト， ノースティ型

で， ウイ.ンチプラットフオームは設けていない。また甲

板秋装侭も設備していない。ブームは鋼板熔接製, 4F度
仰角でアウトリーチ3.5mであるが, 3C度でも十分の強
度迄有するよう計画した。

湯貨磯ま東京磯城製汽動密閉型5t×30m/mi。r)も
Oであるが, No.3§倉後部の2台のみは，東豐糀機迎
交流噌動整流子型22KW, 3t×36m/minを脈韮支給さ
れ，試用、目拘で搭載した。しかし彦根丸Dものは全部
沽動である。

船鎗ま自然通風であるが，有効な通風ができるように
通風筒の断面蹟を特に大きくする等の考慮を払った。
（3）居住装睡

前述の如くブリッジ5段にわたって配置され，職昊以
上は個室（見習のみは2入室）属員は2人または4人部
屋とし，船主の標準こ従って調度品を設備した。通風装
澄は自然通風とする外，各室}こ扇風機を備えているが，
厨室およびサロン配膳室のみは機関室の通風'､ランクよ
りブランチを出し，給気を導いている。舷窓は外板付の
ものを除き軽合金製で， サロン・船長居室は350mm径，
そめ他D居室・事労室は300mm径，浴室．便所等は
250mm径である。暖房は蒸気ラジエーターによる。
木甲板は全廃し，暴露甲板下の居住区天井には50mm

岩綿の防執を施しており， また船需楼甲板以上の印板暴
露部および操舵室内jこは8mmDEX-O-TEXを施
行した。

（4）消火装匿

各船鎗・貨物鮒．メールルーム・塗料庫および水夫長
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倉庫にCO当消火装置および火災探知装置を備え，機関

室もCOg l､－ダルつラッドである。

（5）航海計器

主なる航海計器は次の通りである。

磁気認叶儀（反映式1を含む） 2

転輪羅叶鶴（北辰ラー弓一卜式， レビーター6箇付） 1

・ノーユニ桜， ｜､式自動操舵磯（コースレコーダー付） 1

音灘測深儀（磁歪式） 1

船寅測程儀（圧力式） 1

応気則程儀（ハ'ﾝ久型） 1

万位測定儀（自働式） 1

レーダー（大型12吋） 1

風信儀（セルシン式） 1

旋回窓（センターモーター型'/bIP) 1

3． 機 関 部

に設け，主機消音器は煙突内に設置してある。

2.要 目

（1）主機械1 台

型 式 ハリマズルツア－6SD72

主要寸法 6×720mm×1,250mm

馬力×回転数 連続最大4,200BIP×125RPM

常用 3,570BIP×118.4RPM

燃料消費率 158.6g/BIP/h

（2）蒸気発生装匿

（ｲ）補助餓 1基

型 式 標準3号砿

蒸気状態 10kg/cm2飽和

受熱面債 211.5m2

（口）排気罐 1基

型 式 強制循環排気加熱コイル

蒸気状態 常用4kg/cm当飽和
受熱面積 63m2

蒸発量 600kg/h(常用出力にて）
（3）推進器 1基

型 式 4翼組立式エアロフォイル型

直径×ピッチ 4,750mm×3,547.5mrn

展開面積 7.14m2

（4）発電機

“）原動機 2基

型 式 4サイクル単動ディーゼル機関
主要寸法 6×260mm×320mm

馬力×回転数 290BII､×514RPM

（ﾛ）発f6機 2基

型 式 三相交流防滴自己通風型

出 力 225KVA×445V,AC

（5）空気圧縮機 2基

型 式 発露機甲原動機駆動，二段圧縮式

力 量 145m:I/h(自由空気)×30kg/cm2

（6）機関室補機

名 称 数型式器I/h患 馬謬

I. 一般計画

主歳関は播害造船所;こおいて製作された単動2サイク

ルクロスヘッド型ディーゼル機調， ハリマズルヅプ－6

SD72型1基で，連続鮫大出力時125回転で4,200制動

馬力を出すことが出来る”主機のジャケツ I､の冷却は清

水冷却方式とし，低質粗悪油が使用出来るように一切の

付帯設備を設けてある。

補助機械は補助ボイラ用の補機および甲板椛機をのぞ

きすべて篭動とし，主機関達補機器は主機関の連続最大

出力に対し，海水温度30｡Cにおいても充分なる力量を

有し，その他の補機器も本船の運航に必要且つ充分なる
力量を有している。

発電機ま290制動馬力のデイ一七．ル機関で駆動せられ

る三相交流， 445ボルト, 60サイクル, 225KVAの発

電機2台で， 1台をもって航海中および荷役中に使用す

る罐動諸機械，点灯および諸通信装置;二電力を供給し得

る。主空気圧縮機ま発電機関駆動で着脱はマグネットク

ラッチによる。

甲板機械が電動揚荷機2台を除き汽動であるので， こ

の蒸気を供給するため，舶用乾燃室丸ボイラ1基を設け

てあり， また航海中各種タン:ケ．加熱器，甲板雑用等に

必要なる蒸気を供給するため，強制循環式捌気加熱コイ

ルを設け，上述の乾燃室丸ボイラの汽水分離器として使
用する。

床面に主磯械，主発肥機，空気圧鮪機空気槽および
補助ボイラ用排機をのぞく大部分の椛機逆配し，機関室
中甲板両舷には諸タンク，補助ボイラ用舗樹器，工作機
械室・機認科倉庫等を設け，中甲板前部には補助ボイラ
を配髄する。緋気加熱コイルは機関室上部ケーシング内
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